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　年号が平成から令和に変わって１年が経ち
ましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に
より、大変な状況を迎えております。この原
稿を執筆している令和２年５月下旬、４月に
発令された緊急事態宣言が全国で解除され、
少しずつではありますが、元の生活に戻るこ
とが期待され始めております。
　２月頃から、感染拡大防止のため、学内外
のほとんどの行事が中止や延期となり、３月
に予定されていた学会や大学の卒業式も中止
されました。当初は４月には落ち着くのでは
ないかとの期待もありましたが、事態が収束
することはなく、工学部では授業開始日を１
か月遅らせ、５月11日から原則オンライン形
式での授業を行うこととなりました。オンラ
イン講義では、主にZoomなどを使用した双方
向リアルタイム通信のものやビデオ教材を用
いたオンデマンド型のものがあり、研究室の
ゼミもオンラインで実施されています。また、
就職活動においては、オンラインでの説明
会に参加し、Zoomによる面接で選考を受け、
一度も企業を訪問することなく内々定をいた
だいている学生もみられます。
　実際にオンライン講義を実施してみて、動

画配信の場合、学生が好きな時間に受講でき
ることや分からない場合に繰り返し視聴でき
るなどの利点もありますが、授業中のちょっ
とした雑談や授業前後の時間の教員や他学生
との会話もできないため、学生にとってはか
わいそうな気もしています。特に新１年生は
入学後、外出も制限される中、自宅でオンラ
インの授業を受講し、レポートの課題に取り
組み、疲弊しているのではないかと心配され
ます。また、課外活動も禁止されており先輩
後輩といった縦のつながりや同学年の学科外
の友人を作りにくいなど大学生活のよさが失
われていることも残念に思います。
　コロナ禍により大学や社会全体の仕組みが
変わりつつあります。変化により便利になる
部分もある一方で、これまで当たり前だった
大事な部分が見落とされるようにも思います。
大学側はしっかりと学生を支援していかなけ
ればなりません。皆さまが本号をご覧になる
頃、まだ事態が収束しているかはわかりませ
んが、一日も早くコロナ禍が収束し、皆さま
が安心した生活を送れることを心よりお祈り
申し上げます。
 （知情H15　藤田 悠介）
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